
２０２６年度 第１８回  

東北写真サロン作品募集要項 

第１７回 最優秀賞「雨上がり」 髙橋 秀一（山形県）  
 

  

2026.12.1（火）～ 2027.1.18（月）必着 

 

 最 優 秀 賞 １点 商品券 ５万円 副賞 

 朝日新聞社賞 １点 商品券 ２万円 副賞 

 全日本写真連盟賞 １点 商品券 ２万円 副賞 

 県 優 秀 賞 ７点 商品券 ５千円 副賞 

 入 選  ５０点 以内     副賞 

 
         

主  催  全日本写真連盟東北ブロック・朝日新聞社                          
協賛社  サンディスク合同会社               

  

東北の四季や風土を撮影した作品を大募集！ 全国どなたでも応募できます！！ 

      

◇ 審 査 員 ◇ 
 

佐藤仁重  先生  

 
 
東京・六本木生まれ 写真家 
女子美術短期大学造形科卒 丸の内写真教室主宰 
写真教室 ニコンカレッジ講師 イベントの講師  
フォトコンテストの審査員  個展も多数 
風景、スナップ、人物、海外など｢光と影｣をテーマに撮影 
 
(公社)日本写真家協会(JPS)会員 
全日本写真連盟 総本部･関東本部委員 

応募期間 

        



 

２０２６年度 第１８回 東北写真サロン 作品募集要項 

  作品テーマ 
テーマは自由で、東北6県で撮影した作品に限リます。 
２０２４年1月1日以降に撮影したカラー・モノク口単写真 
とします。(組写真 台紙付き作品 合成加工作品は応募不可） 

  作品タイトル 
記号等を含めて10字以内でお願いします。 

  サイズと応募枚数 
Ａ４サイズの写真用紙のみ。5枚以内とします。 

  応募資格 
プロ・アマチュア・国籍・年齢を問いません。 

  応募料 
全日写連の会員２,０００円 WEB会員と一般２,５００円 

 定額小為替（切手不可）と下記欄の応募申込票を封筒に入れ、 
 作品(５枚以内）と共に送付願います。 
 定額小為替の「指定受取人」欄は空欄で提出願います。 
  応募方法 
 ➀下記の応募票を作品の裏に貼付し、応募申込票を同封して 

応募ください 
 ➁作品返却希望者は定額小為替1,000円を同封して下さい。 
  応募期間 

２０２６年１２月１日(火) ～ ２０２７年１月１８日(月) 必着  
  発表 
 ２０２７年３月中旬頃、入賞者に直接通知いたします。 
  応募先（在住県の事務局宛） 
 ➀〒030-0862 青森市古川2-19-14     朝日新聞青森総局 
 ➁〒010-0957 秋田市山王2-1-46      朝日新聞秋田総局 
 ➂〒020-0021 盛岡市中央通1-6-20    朝日新聞盛岡総局 
 ➃〒980-0014 仙台市青葉区本町2-2-6 朝日新聞仙台総局 
 ➄〒990-0054 山形市六日町7-10      朝日新間山形総局 
 ➅〒960-8103 福島市舟場町1-28      朝日新聞福島総局 
 全日本写真連盟「東北写真サロン」事務局宛 
 ※上記東北6県以外からの応募は 
 ④の 〒980-0014仙台市青葉区本町2-2-6 朝日新聞仙台総局 
 全日本写頁連盟「東北写真サロン」事務局宛に送付ください。 

 
 

  問い合せ先 全日本写頁連盟宮城県本部 

℡ 080-1827-1903 （鈴木） 

  留意事項    応募規定をご覧いただきご協力 

お願いいたします。 

 

 

■応募規定 
 
(1) 注意事項 
 ・応募できるのは本人が東北地方で撮影した 
 未発表作品です。入賞作、印刷物等で公表された

作品は応募できません。 
 ・他コンテストの入賞作品や結果待ち作品は応募

できません。しかし全日本写真連盟の都道府県
や支部が主催したコンテスト入賞作品は応募で
きます。 

 ・一次審査通過後には Exif 情報のある、①応募画
像データ、②元画像データと、③二次審査に向け
た回答書の提出をいただく事があります。 

 ・一次審査通過後には Exif 情報のある、①応募画
像データ、②元画像データと、③二次審査に向け
た回答書の提出をいただく事があります。 

 提出がない場合は二次審査に進めません。 
  (元画像データは加工しない状態で保存して  

おいて下さい) 
 ・人物の撮影時は本人の了解を、未成年者の場合

は親権者の承諾を得てください。トラブルに関
して主催者は責任を負いません。 

 ・応募作品は慎重に扱いますが、事故・破損等の
責任は負いかねますことご了承ください。 

 
(2) 著作権・著作者人格権について 
 ・入賞作品の著作権は撮影者に帰属します。  
  入賞･入選作品は主催者が本コンテストの広報

活動に必要な範囲で、撮影者名と作品タイトル
を表示して使用する事があります。 

 
 

 


